
し
か
し
平
塚
市
は
、
神
油
相
川
奴
む
中
日

央
に
位
置
し
、
隠
道
一
号
輯
Fほ
じ
め
山
川

一
一
一
会
議
な
E
め
郡
選
か
r且
路
錦
、
間

平
山
引
町
長
時
円
輔
、
平
塚
伊
欝
間
同
日
制
な
ど
り
山
川

県
4
4
y
十
A

路
線
も
叶
右
主
こ
ろ
か
ら
山

一時以崎県一同山多く、

F
ケ
崎
、
小
問
ば
川
附

厚
木
築
計
官
市
な
ど
酔
近
日
同
部
刊
日
仏
比
山
川

較
し
て
事
故
山
川
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
聞

と
と
し
十
月
ま
で
の
市
内
に
お
け
る
山
川

Z議

室
j

量
産
ず
み
に
と
O
軒
と
、
富
嚢
の
笠
通
事
故
雪
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
壊
へ
そ
れ
の
充
善
的
童
施
設
叶
躍
舗
と
問
時
事
故
件
数
は
、
穴
吉
田
主
件
で
、
ζ

酬

し
か
容
り
な
い
ひ
と
つ
れ
事
費
そ
罪
事
鵡
-
一
対
処
し
十
志
の
で
す
。
足
型
手
議
室
長
和
一
一
一
十
年
尺
ス
ク
ー
ル
ソ
1
返
事
露
な
れ
義
務
別
に
タ
一
Y
タ
づ
け
し
て
み
る
附

白
震
に
あ
る
喜
努
妻
、
蓄
と
の
喜
朗
問
中
の
交
通
事
故
は
、
の
豆
千
七
百
件
於
一
一
一
十
五
年
に
は
一
五
撃
に
よ
る
、
聾
ぐ
ゑ
安
と
、
菱
商
替
動
車
安
直
結
し
て
山
川

造
的
革
、
震
川
悲
し
み
習
し
み
を
一
一
手
喜
一
一
主
件
で
警
が
八
十
二
万
九
千
件
、
四
十
年
に
は
一
一
一
万
六
千
件
規
模
与
妻
制
方
式
内
考
案
さ
れ
、
い
お
国
道
一
ニ
事
察
官
十
八
件
で
限
一
々
舞
盟
問
吋
周
一
言
I
ス
営
農
レ
案
者
二
、

考
え
る
と
若
、
交
通
事
故

d
口
H

を
へ
筆
記
者
が
四
千
古
学
令

P
増
加

L
L霊
む
た
。
ζ

の
よ
う
℃
室
長
て
童
ま
し
た
と
う
ど
ん
謬
一
番
手
、
次
い
で
緩
一
塁
芸
品
制
機
準
高
佳
作
十
七
議
千
百
八
十
一
事
築
費

量
尺
霊
泉
も
、
ま
系
民
も
し
た
が
、
完
結
束
一
月
か
ら
十
月
ま
し
て
増
メ
続
付
与
語
章
、
量
管
長
じ
耐
震
構
聞
の
懸
命
坑
努
力
選
一
一
…
一
山
富
が
問
と
一
件
、
う
田
領
側
者
会
葬
品
躍
一
点
、
霧
車
、
議
と
と
に
そ
れ
ぞ
れ
受
議
事
小

手
考
へ
お
界
最
中
主
す
ま
す
で
の
芸
品
草
川
百
L

ハ
人
と
な
り
、
草
川
騎
昔
話
努
ス
町
長
問
題
と
に
よ
っ
て
交
扇
舟
書
記
同
十
円
器
開
十
一
件
、
縞
目
安
重
し
て
制
盤
員
十
…
一
点
、
侍
作
士
一
々
ボ
ス
』
1

侶
数
多
い
学
肢
が
毒
事
警
翠

聾
し
て
い
か
な
け
む
な
り
な
い
と
語
、
室
、
語
道
に
次
い
で
ロ
1

共
に
、
室
長
手
問
題
と
な
っ
て

Ez--万
一
千
古
七
十
五
件
(
開
い

5唯
一
起
が
ご
十
九
件
、
塁
側
は
一
葬
送
、
俊
秀
、
費
各
一
定
住
投
票
雲
い
を
か
け
な
い
と
、
豪
が

侵
害
。

2
5ると
い
う
一
応
議
た
わ
け
で
す
。

2
1
r減
少
量
宗
し
平
塚
寝
室
三
十
七
件
ζ
ζ
れ
ら
セ
一
一
点
、
中
学
芸
費
霊
祭
ず
る
。

神
奈
川
県
繋
謀
本
部
で
は
、
丸
打
一
を
お
え
あ
ま
じ
た
。
そ
ζ
て
議
室
橋
や
楠
断
問
F
選
四
十
八
時
に
は
一
一
万
五
王
台
詳
し
し
笠
路
線
詩
情
お
半
霊
く
や
占
め
て
山
山
一
汽
、
小
学
生
存
選
一
点
、
優
秀
ニ
ペ
二
年
一
一
一
範
担
任
町
議
完
は
ぷ
緩

急
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
月
需
の
量
産
、
昭
和
=
平
年
の
新
設
会
識
の
増
設
、
宮
路
線
溺
そ
の
効
果
言
わ
れ
て
主
主
。
い
そ
官
室
、
昨
年

5fizz-Jに
興

味

善

要

望

拓

事
お
た
っ
て
司
蓋
死
亡
霊
堂
代
筆
か
ら
の
高
度
蓄
積
歪
よ
る

M
M

れ
ぞ
れ
護
者
友
士
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M

M

役
立
つ
き
広
告
著
藤
容
~

意
義
言
葉
施
主
亡
ち
ζ

れ

自

動

車

の

増

加

と

共

に

、

急

力
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プ

一

に

倒

産

さ

ん

は

霊

会

喜

一

校

四

ん

す

マ

ラ

ソ

ン

事

骨

三

慰

霊

町

長

担

当

増

臨

時

い

昭

和

三

十

人

と

事

母

親

和

盛

罷

る

山

口

間

続

一

人

民

間

話

一

一

十

四

人

と

、

事

で

も

第

一

一

一

一

位

、

そ

年

の

毒

害

警

ハ

万

一

千

世

て

あ

富

富

喜

納

妥

警

て

い

る

マ

v
Z
3
1
言
葉
…
特
句
人
口
、
特
審
議
主

れ

に

昨

年

に

比

べ

た

死

者

的

減

少

事

が

っ

た

も

の

が

二

一

一

十

五

時

に

は

十

一

万

附

話

遣

す

を

ま

名

憲

議

;

…

受

給

は

が

意

義

童

書
喜
一
千
七
割
に
泣
く
及
ば
な
去
千
台
、
里
町
長
二
一
十
六
万
四
千
平
塚
幾
重
三
需
に
コ
ン
ピ
王
、
言
語
塁
率
渡
米
ま
で
世
間
で
は
昨
年
主
P
か
ら
逆
に
増
凡
蛤
糊
由
。
四
十
七
年
に
続
い
て
二
度
三
翻
自
で
え
て
震
語
的
襲
撃
姦

江
主
I
事
潰
し
て
市
内
宇
評
議
長
、
手
八
時
持
十
一
)
(
言
車
ぞ
い
る
と
い
う
乙
と
で
す
白
測
の
露
で
あ
る
。
。
雲
;
…
ζ
D
哀
楽
商
業
利
義
私

的
各
警
義
官
、
円
聖
誕
祭
器
と
れ
季
一
告
す
。
章
宏
義
務
審
ゃ
室
長
削
岩
己
ん
は
、
露
出
か
長
雪
上
一
放
震
な
ど
に
走
る
ζ
名

義

を
ふ
〈
す
る
と
問
更
五
一
日

ζ
れ
ら
日
蓋
遂
の
語
、
遺
制
取
り
締
ま
D
に
夜
、
限
界
が
あ
b

山
州
事
事
グ
苧
要
望
大
を
一
橋
…
し
た
と
こ
ろ
一
葉
は
た
嘉
勢

か
ら
、
人
と
車
と
の
謂
和
の
あ
品
交
遊
九
【
急
の
向
鶴
市
甲
車
内
す
こ
と
と
河
川
時
点
予
。
し
4

ん
が
っ
て
で
き
る
F
M同
一
邸
側
本
紫
、
市
立
地
小
合
一
さ
寺
小
の
…
向
社
合
斜
の
坤
ま
閣
も
動
家
殺

蓮
田
実
混
在
目
指
し
て
、
室
長
に

Z組
員
転
車
の
混
合
を
さ
ひ
車
に
乗
る
ζ
主
主
語
、
間
警

mZ品
し
尺
十
夜
中
(
十
台
、
五
…
警
告
書
ぷ
審
議
会
、

と
の
富
士
人
間
穂
先
こ
雲
這
主
義
故
宇
一
減
少
さ
せ
る
の
が
ね
ら
震
が
な
〈
ず
る
ζ
ぁ
、
必
要
で
す
。
山
川
義
中
〈
喜
久
教
員
生
活
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j

議
長
夕
、
審
議
選
護

童
話
量
環
境
毒
揮
す
o
pお
い
で
す
。
皇
室
長
撃
が
駐
車
し
が
レ
向
警
の
票
語
、
指
塁
側
十
一
一
八
平
交
を
号
車
内
は
英
語
だ
が
重
だ
っ
た
の
か
駄
の
裏
金
用
時
撃

の
『
都
市
総
合
交
通
裁
授
を
宍
描
し
し
で
い
た
h

え
ま
た
朝
刊
一
盤
い
て
あ
っ
会
J

一歩{~はさ
h
は
な
せ
な
い
も
の
と
糊
謡
選
数
需
熱
心
引
で
、
十
夜
中
交
ば
臨
時
男
容
別
で
も
一
位
と
い
う
総
合
議
綴
警

で

い

ま

す
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、
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轄
放
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に
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日
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い
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会
マ
一
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5竺
ふ
露
間
間
日

う
童
露
が
混
雑
す
る
と
す
ぐ
霊
で
な
く
、
ζ
れ
率
的
と
な
奇
襲
む
も
の
仁
代
替
え
で
さ
い
も
必
皇
制
更
し
で
放
送
、
家
警
P
T
Aか
ら
数
十
屋
上
、
タ
翌
四
十
人
判
長
計
、

号
に
抱
け
て
い
〈
車
、
主
要
淡
い
議
室
と
し
て
の
役
目
実
っ
て
-Kま
い

っ

て

い

ま

す
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賛
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れ

た
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名
君
。
空
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得
γ媛
一
か
月
で
読
ま
ヌ
付
け
為
替
懇
ι獄、

J

円
安
猿
ス
ピ
ー
ド
で
定
り
ぬ
け
て
い
〈
車
問
重
量
差
点
混
合
が
、
ま
た
長
か
ら
は
、
ょ
暴
君
主
軸
糊
教
育
霊
会
主
戸
重
吉
ハ
テ
同
月
か
ら
は
す
で
に
孟
最
多
嘉

引
長
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智
わ
た
っ
て
道
路
を
占
拠
し
て
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ま
っ
て
し
ま
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に
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手
。
議
努
開
発
ず
る
と
と
と
雨
空
側
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美
学
長
一
斉
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だ
。
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時
主
と
い
う
@
先
生
と
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禁
事
絵

伎
一
主
つ
駐
車
中
の
阜
、
一
方
で
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い
い
か
に
し
主
量
翠
主
自
転
車
と
人
側
代
は
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レ
ふ
ー
ん
の
撃
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室
、
ぞ
雪
づ
く

F副
党
で
い
る
議
選

議
斡
緯
道
路
で
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り
、
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で
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喜
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、
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ミ
ン
ト
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も
や
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と
い
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苧
ょ
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で
あ
る
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選
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祈
禁
止
の
縄
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品
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駐
車
禁
片
山
国
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の
拡

W
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一
ル
争
知
D
、
守
る
と
と
に
徹
す
る
ζ
と
山
州
勢
鱗

路
大
、
関
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の
新
設
等
、
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ぞ
れ
幹
、

A
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還
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で
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環
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安
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越
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手
ュ
事
品
眠
中
蒜
乙
さ
な
い
、
ま
た
開
山
総

量
制
剖
な
ど
が
で
き
る
よ
ミ
道
路
交
官
さ
も
ふ
れ
た
喜
つ
に
長
罪
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
に
は
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ど
糊
開

通
環
境
空
襲
印
刷
仁
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す
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数
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品
穏
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と
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ず
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時
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で
に
溜
だ
け
で
も
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一
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わ
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翠
百
」
、
第
五
怒
り
「
私
と
と
と
も
に
考
正
、
摘
み
、
郷
+
潟
ケ

俳
句
」
と
、
第
一
ノ
部
り
一
句
集
か
ま
谷
市
建
設
に
、
懸
命
什
努
力
次
涼
b

〈
ら
」
は
趣
味
談
で
あ
る
。
わ
れ
て
い
お
自
称
ー
に
民
党
所
長
の
、

絵
ケ
撤
去
俳
句
を
も
の
ダ
あ
文
人
人
間
味
白
山
中
し
ず
れ
介
選
押
立
あ
る
@

コ
ミ
か
ら
も
扇
ぐ
評
倍
さ
れ
た
こ
と
せ
、
グ
レ
l
白
コ
ー
ト
仁
身
を
つ
つ
口
絵
り
似
緩
は
清
水
富
民
、
池
涯
は
疋
木
一
日
長
山
」
一
討
中
間
九
日
ι
強
実
じ
紫

X

×

康
信
者
炉
、
は
、
今
な
お
記
怒
に
新
た
な
と
ζ
る
ん
だ
あ
の
盗
は
、

bdEhぶ
た
に
正
木
市
長
久
モ

C
Aし
}Cγ
私
は
張
し
土
門
口

P
と
述
涙
す
る
と
家
来
春
希
わ
れ
長
期
方
統
一
選
挙
一
り

私
た
ち
の
向
復
芸
員
い
も
主
で
あ
る
g

号
、
な
つ
が
し
さ
が
に
み
あ
げ
て
す
っ
か
れ
卒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
君
主
た
み
な
ら
ぬ
占
禁
、
行
内
長
選
色
埼
玉
か
き
か
、
慎

々
、
君
主
音
長
逝
さ
れ
需
主
主
一
月
、
博
物
霊
〈
る
@
ζ
ζ
に
詰
引
功
績
を
た
た
昭
和
白
1

丘
町
八
月
に
古
都
鋭
意
鈎
に
に
い
ぷ
出
事
作
で
あ
る
@
害
毒
事
ね
た
末
、
去
る
十
月

ベ
ま
こ
と
に
一
容
の
念
与
え
司
設
準
備
の
大
役
v

読
む
き
一
受
仁
ね
て
も
ら
え
、
長
雪
祈
る
も
り
で
あ
る
穆
仁
初
め
て
車
問
委
じ
て
或
一
任
し
「
鳩
ケ
一
会
長
日
記
」
議
長
二
十
一
声
高
記
者
会
見
き
て

い
c

っ
た
が
、
ぞ
れ
は
同
時
者

ω曲
車

問

な

×

×

「

章

一

え

が

き

」

に

よ

る

と

i

市
長
一
一
一
鳩
ケ
谷
川
長
つ
で
、
震
か
信
長
へ
開
業
出
普
賢
明
い
え

島
崎
君
は
昭
和
寸
波
布
に
神
奈
川
川
郵
送
力
と
斬
新
日
時
八
北
海
力
と
、

yFL6

明

和

凶

十

八

町

中

に

、

混

綴

同

長

志

、

バ

寿

命

ι

私
伝
説
昭
如
一
一
一
十
八
年
4E十
九
畿
で

霊
襲
撃
卒
業
し
、
雲
市
内
指
潟
力
争
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
の
霊
祭

2の
空
管
で
は

u
d
r
u
J
1
ι
l
i
;
j
J
A

、

市

長

r差
し
て
か
ら
A

一
は
ま
で
、

d
e
中
学
校
り
教
師
と
し
量
生
る
。
悶

2
2
2宇
一
一
冊
刊
行
員
た
よ
う
な
さ
索
。
に
畿
審
議
欝
響
額
鱗
蜜
F

J

J

市
民
の
み
な
セ
ら
ん
の
絶
大
な
色
支
援

喜

歌

声

量

一

兵

た

。

襲

撃

宝

阿

部

門

主

つ

総

務

霊

祭

糟

主

で

あ

る

た

め

機

撃

欝

襲

欝

欝

鱗

議

鱗

翠

♂

一

K
L
C下
に
一
一
頭
十
二
菜
、
向
政
世
間
中

島
塗
は
警
に
室
、
事
合
博
物
鋭
構
想
言
語
々
向
簡
か
、
著
者
中
b
一

部

と

も

寄

贈

さ

れ

襲

撃

議

議

警

護

欝

一

:

九

二

J
L
i
当
し
だ
幸
い
に
h
私
的
金
歯
し
た

苧
腕
力
量
く
か
ら
認
め
主
題
仁
一
対
処
し
一
t
着

々

と

ぞ

還

を

ご

れ

民

ず

い

ひ

量

町

長

」

磯

議

議

電

〓

露

襲

撃

毅

欝

仕

事

は

、

ほ

ほ

苦

言

最

高

と

く

に

社

会

斜

教

育

に

お

け

あ

民

高

温

存

、

一

方

選

空

著

書

送

(

雲

寺

〉

と

「

鳩

ケ

谷

一

町

長

日

三

ゑ

襲

撃

警

鐘

欝

畿

断

ιた
し
皇
室
一
味
わ
っ
て
い
る
。

の
き
指
導
力
は
、
多
く
の
合
捗
し
て
い
る
C
と

は

、

一

仁

童

謡

記

」

(

昼

間

空

尊

重

奇

襲

饗

欝

欝

包

韓

警

護

問

し

か

し

齢

十

五

2
2

深

い

感

銘

喜

一

え

て

い

た

。

の

懸

命

な

努

力

量

品

謝

し

王

子

い

ひ

つ

雲

市

長

」

は

、

原

¥

機

麟

麟

繍

麟

麟

欝

舞

γ
が
一
問
題
に
も
健
康
的
に
ち
市
長
山
義

主
人
議
室
、
昭
和
一
平
忘
る
包

2立
つ

ゃ

ぎ

主

暴

露

笹

襲

撃

鱗

額

三

内

観

に

漏

え

揮

る

限

界

に

逮

じ

た

ζ

と

を

か
ら
九
か
年
、
雲
川
県
教
職
員
約
人
生
玄
十
四
担
と
い
え
ば
、
警
千
?
と
自
ら
重
で
審
い
て
婚
之
総
数
鍋
鶴
鱗
離
麟
麟
吋
二
一
立
雪
合
わ
せ
る
と
、
今
襲
名
身

合

室

長

と

ど

組

合

小

健

全

な

警

で

あ

る

語

揺

の

室

主

ら

れ

た

@

苧

に

と

っ

て

み

る

よ

議

議

畿

譲

離

去

一

舗

を

?

の

が

最

善

の

潮

時

長

慈

雲
提
言
尽
力
さ
れ
た
。
今
日
士
吉
道
奈
さ
れ

J
ぞ

か

し

心

接

待

議

員

会

本

に

い

た

る

選

襲

撃

襲

撃

認

畿

雪

道

め

た

次

第

で

あ

る

。

で
は
諮
り
草
と
な
っ
た
勤
評
闘
争

7DE易
会

、

必

ず

晶

君

り

ま

で

一

神

絞

り

よ

〈

行

き

届

い

た

奇

襲

撃

襲

撃

議

議

暗

号

処

罰

d遂
げ
γ
章

、

は
、
一
討
議
事
震
と
「
一
ン
ピ
を
警
高
塁
手
援
に
完
成
を
あ
る
と
感
じ
た
が
、
言
語
寸
は

d

j

議

議

欝

鱗

麟

響

J
〓

は

天

皇

な

F
は
、
警
の
書
で

き
そ
の
類

Eい
神

図

る

こ

と

を

警

つ

も

り

で

あ

る

。

蹴

荷

重

量

皇

、

カ

バ

ー

の

蓄

一

欝

議

払

川

J

一
あ
る
「
季
」
第
九
靖
男
言
襲
で

当

時

三

害

警

ベ

レ

I
智

頭

に

臼

と

京

文

男

ッ

ト

は

那

須

良

輔

氏

、

江

藤

襲

撃

〓

し

牽

一

一

日

号

。

つ

ま

り

、

仕

事

軟

弱

し

、

浮

W

機
畿
繍
議
機
織
機
数
ペ
J
機
鶴
諜
機
ヲ
だ
し
話
、
適
当
な
除
機
立
て
引
退

路

議

欝

議

欝

議

湾

、
ψ
ん
?
必
ず
る
の
が
、
関
器
削
霊
長
で
あ
る

一

議

義

援

護

援

護

J

J
よ
fJAぺ
と
露
で
あ
る
が
、
訟
の
決
断
を
r
フ

年月一一
hr記
お
し
て
町
出
肢
で
あ
る
と
と
七
任
問
在
任
の
昼
間
岡
市
長
が
、
昭
な
が
し
た
も
り
は
、
ま
さ
に
乙
の
処

い
う
C
と
F、
内
容
は
ナ
一
ハ
部
か
ら
な
和
四
十
一
一
一
年
十
月
か
ら
「
広
報
は
と
骨
祁
酬
で
あ
る
。

b
、
第
一
部
は
一
摂
意
一
一
日
長
に
」
の
が
や
」
の
N

市
長
日
記
M

に
五
年
間
残
さ
五
た
存
期
宍
力
一
軒
精
一

党
品
し
で

y
な
を
市
長
に
な
っ
た
欝
き
つ
づ
け
た
も
A
U

を
は
じ
め
、
杯
前
努
力
を
傾
け
ず
弘
、
南
長
む
職
設

か
u
外
一
一
一
簿
、
第
二
部
は
「
革
新
「
欧
州
か
け
辞
書
」
「
市
問
問
と
の
語
釈
完
了
し
た
い
の
で
、
市
民
の
み
な

市
政
P
あ
き
し
て
」
の
見
出
し
で
ら
い
」
「
わ
が
町
叫
の
ど
ジ
ョ
ジ
」
さ
ん
の
授
か
い
い
口
協
力
宍
乙
ζ
ろ

H

最
初
的
施
政
方
炉
説
鋭
u
外
為
援
「
時
母
校
札
譲
っ
た
鳩
ケ
谷
」
お
よ
び

第
一
一
一
部
は
「
鎌
意
市
長
引
壁
一
冨
」
で
「
ワ
れ
づ
れ
草
」
な
P
Z
U
4
早
か
ら
な

N
市
長
が
作
り
由
司
王
美
観
地
区
H

っ
て
い
る
。

外
一
一
一
議
、
曹
阿
部
は
「
朝
鮮
・
ヴ
ェ
遊
説
し
で
滋
ず
る
ζ
と
ほ
、
前
島

ぜ戸斗4-

盟

@詑を愛4か月前後の仔?Ft.C種類、住民、不隠〉をお持品白1らは、あら

か己め般需!JiZ:開業到底島官。こむ連絡を

とき精霊童心方は当日午後1時までに金聾

@思親の決定は主主目指せんする。演人め方が申込みを

なお、当日は各種役た桔談、パ糸ノレ展示、事事誤犬ι演技、J(ど労ユ売の

署警務もま子う@

2 



先
で
押
シ
ム
弾
力

(
 

j
ノ

y
特
有

ω寄
D
が

あ
り
、
大
き
さ
に

比
ら
べ
て
軽
い
も

合
わ
が
進

9
Pれ
て
い
る
自
で
、
年
由
。
ま
た
、
輯
生
約
で
よ
〈
時
四
れ
る

パ
v
d
の
製
造
年
月
日
間
に
は
府
議
か
の
魂
捻
が
で
き
る
だ
活
者
選
ぷ
と
と
も
大
切
で
す
@

由
記
ズ
に
つ
い
て
は
、
る
つ
岳
胤
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
包
装

212 

と
と
し
も
二
十
六
日
か
ら
十
一
一
一
一
月
二
白
岩
で
り
一
滋
煽
杭
の
火
答
予
防
運
動
が
八
冒
頭
い
っ
せ
い
に
奨
織

さ
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

ζ
自
震
に
な
る
と
警
護
レ
¥
な
り
晶
弐
ヱ
埼
霊
に
い
た
る
ま
で

援
爵
な
ど
火
雲
取
り
零
つ
乙
と
が
多
く
な
夕
、
蓄
に
祭
器
J

積
雪
火
事
起
り
や
す
い
状
態
に

な
る
。
消
防
本
部
で
は
、
家
路
に
お
け
る
安
全
深
時
四
や
人
む
出
入
b
の
多
い
窓
翼
民
、
旅
館
、
開
院
な
ど

の
安
全
葱
曜
、
職
場
に
お
け
る
妨
火
点
輯
を
歯
車
五
日
目
療
に
理
織
を
麗
務
ず
る
方
針
。

こ
の
題
(
と
hu〉
」
、
「
ニ
由
ハ
一
一
一
円
O
軒
増
〉

雪
、
さ
一
白
雪
章
、
お
る
年
一
は
、



品
川
光
)
フ
ン
ァ
は
点
灯
時
間
的
経
過

と
と
も
ド
問

2
5
t少
し
ゃ
一
す

し
か
h
消
費
電
力
は
抑
止
h
u
h
ゃ
な
い

の
で
、
出
い
も
白
は
効
率
川
悪
く

γ間
然
光
的
利
用
品
グ
考
え
て
な
め
去
す
。
お
お
む
ね
、
家
臨
時
で

怠
掃
は
で
き
る
だ
け
恕
か
ら
自
然
は
五
千
時
間
で
取
り
替
え
る
白
が

光
珍
採
り
入
れ
る
ま
う
に
す
る
。
務
お
と
い
え
ま
す
。

度
目
告
発
が
南
向
き
容
で
は
軟
か
翠
…
選
力
支
は
、
希
惑
に
よ
h
u

ら
b
冬
に
か
灯
て
、
ま
穴
東
向
き
で
翼
運
空
合
め
事
臨
時
理
講
習
会
や
電

は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
数
万
ル
気
を
安
全
日
経
沼
的
に
俊
二
フ
た
め

タ
ス
に
ら
達
し
国
を
い
た
め
る
こ
の
渇
気
救
護
な
ど
心
佐
川
片
山
町
立
り
な

と
も
あ
D
去
す
。

ζ
の
埼
守
は
薄
っ
て
い
去
す
。

い
カ
i
一
ア
ン
券
取
付
与
高
官
J
な
間
援
で
↓
口
重
り
方
は
連
絡
が

制
御
が
必
虫
で
す
。
自
然
凡
で
十
あ
れ
ば
M
m
員
が
相
談
に
ま
い
b
ま

升
窃
る
い
担
約
一
所
に
は
面
持
前
町
内
点
誠
す
。

ス
イ
Y
4ナ
弘
司
取
付
け
る
な
ど
じ
て
平
援

ム
ダ
な
点
灯
世
な
く
し
ま
し
ょ
う
!
五

マ
ラ
ン
プ
欝
え
を

平
塩
所
見
附
町

一
九
}
一
一

a集合午前10終平塚欽

ヰちOilij

• p司祭

蓄量空襲する

e立す重豊 中学生以j二

@要事書籍人質 予告替30名

由ろ

E金聾]， 80 or弓
-霊参加費曙 市内在住、主E竜君、在寺全容

・曙込み 1 2月 16自主月〉からffii貯壬ラ体湾館内

部宵課へ

・罪事合わ営 悼青草書 TELζ3D 3窃容。
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へ
建
て
ほ
し
い
。
ハ
煙
車
努
七
O
し
合
い
と
ダ
ン
ス
，

F
Iム
」
・
辺

二
九
V

月
円
以
臼
(
京
)
時
国
時
羽
分

5m時
総

マ
青
少
年
技
師
四
劇
場
「
忍
ぶ
川
」
分
グ
ル
ー
プ
+
iク
ル
合
員
同
州
人

県
立
青
少
司
会

h
L
i
z
z
s
l
E
B
L
F
7上
製
初
心
者

警

は

、

会

も

〆

連

喜

一

接

語

扇

群

議

コ

ー

ス

「

芳

剣

道

次
の
行
事
町
一
計
九
出

4
d
A
M
I
-一一

a
i
z
z
j
d
J

の
甘
市
議
か
ら
」
e

し、
A
中

年

生

か

ら

間

同

月

?

騒

〈

土

〉

詑

忍

ぶ

山

口

月

7
8
2

青
少
年
、
一
般
市

1
3
月
話
臼
(
火
)

間
関
の
み
な
き
ん
ま
で
広
く
利
用
す
る
〈
疑
問
ふ
巻
、
加
藤
郡
長
向
調
〉
・
ロ
毎
週
火
・
木
・
土
咽
日
四
時
5
立
時
:

よ
豆
呼
び
か
け
て
い
る
。
同
月
7
日
〈
土
{
)
浦
時
5初
出
町
駒
山
河
小
学
生
一
司
一
年
一
以
上
と
中
学
生
犯
人
・

次
の
鑓
ru
も

白

へ

の

事

加

を

希

望

青

年

寄

人

沼

持

4
3訪
符
勤
労
青
年
と
骨
同
校
集

ず
る
人
件
司
直
撃
警
霊
童
マ
グ
ル
ー
プ
す
i
タ
ル
義
金
「
謡
史

ヰ

嗣北海設備

東邦設備興業嗣

中原設描工議拘

束海宮工芸員蝿

樹大沢

陶須田工務底

潟11口;業斗紛

樹主富iこど主主Jn
神奈)iIUJ菱設儲醐

湖南設構興業

Jtlし栄設構

湖南設嬬興業

開新図工務感

神議中立賞主輯

嗣池田設崎工業

嗣双葉設備エヨ綜努

嗣松ホ見空輔工業

栗田興業槻

山本設蝿:工業所



予防幾重重カレンダー

幾重霊認稜の宮riE
C宮

当日は

母子苧憶を充忘れずに持ってきて4
ださい。

盤時間 e午前9時3分-1田寺30分
日月21臼 C;of:)豊田公l5's官
fr 28臼ぐ;of:)金百公民館
12月 5日げに〉掛島公民館
ク 128仁木〉横内団地菓子会場
fr .13E1 <:金〉市役所B会議室
ク 19日仁木〉問塘公民館
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軍事巡図沼署謹 llf~178 (臼))位地区自治会 E午前

旭公京議官、午後 万四公匡議官)/18日 UD富喜蔚

ベイント/23日てことコロ'-3C!)-アクトクヨグ

〈市民セジ点-~市〉

一一一一一一一一<>…一一一司一一一一<>一一一…_-

ゃく〉ご協力高担がとうございました<><>

宮沢地区自治会16:$:、土露地区宮治会宮京、金岳地屯豆

自治会拘束、高浜高校 180:み;、田中質金蝿工芸詫17本、

三輿製作所主

く楽しさを売る望書おおづくり〉

く臨16衝のトータルイメ}ジの演出と共同金額コ

務部中小金銭診断 iて・腿16界常任執筆者
Jlj 上嘉)lIJ 民

く〉と 喜 11月待感午後1襲警3号分~

<>と ζろ 2三井緩行平塚支五53罪事会主義皇室
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